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大気海洋植生結合モデルMIROC-LPJを用いた古気候・古植生の再現
Paleo-climate and paleo-vegetation prediction using a coupled atmosphere-ocean-vegetation
GCM
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本研究では、大気大循環モデルMIROCと動態植生モデル LPJ-DGVMを双方向的に結合し、古気候の再現と同時に当
時の全球の植生分布を予報し、その大気に与えるフィードバックを考慮した整合的な気候-植生系の再現を可能とした。
これにより、人類の進化に対して外的な要因として働いた気候変動だけでなく、生活環境としての植生分布の変化につい
ての情報を提供することが期待される。本発表では、最近の温暖期と寒冷期の例として 6000年前 (気候再適期)と 21000
年前 (最終氷期極大期)について取り上げ、それぞれの場合に植生分布の変化が気候場に与えた影響について紹介する。
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